
第６回 龍谷大学法教育フェスタ・イン・熊本 
 

【日時・場所】熊本大学黒髪北キャンパス（http://www.kumamoto-u.ac.jp/campusjouhou/kurokamikitaku） 

第１日目：２０１７年１２月１５日（金） 

〔夜の部〕１７：００〜１９：００ 熊本大学全学教育棟Ｄ３０３教室 

 

第２日目：２０１７年１２月１６日（土） 

〔午前の部〕１０：００〜１２：３０ 熊本大学黒髪北Ｎ１・Ａ２教室 

〔午後の部〕１３：３０〜１７：３０ 熊本大学黒髪北Ｅ３法廷教室 

 
【対 象】模擬裁判をやってみたいと思っている教員・弁護士・研究者・学生・市民など 

（教育機関等の研修にもお使いください。） 
 

【参加費】無料 
 

【主 催】龍谷大学犯罪学研究センター／龍谷大学法情報研究会 

 

【共 催】龍谷大学矯正・保護総合センター刑事司法未来プロジェクト 

一般社団法人リーガルパーク 

熊本大学法学部・教育学部 
 

【趣 旨】 

裁判員裁判の実施にともない、選挙権のある市民は、裁判所に呼ばれ、裁判員として裁判にか

かわることになりました。ところが、内閣府の調査によれば、裁判所に行ったことのある市民は、

わずか１３パーセントです。 

 公職選挙法の選挙権年齢の引き下げにともない、高校生や大学１年生も有権者として投票する

ことになりました。しかし、学校現場は、ますます非政治的になっています。  

 これらの制度が適正に運営され、その趣旨が活かされるためには、小・中・高の初等中等教育

において、公（おおやけ）の事柄（res publica）について、ルールに従って議論する必要があり

ます。いわば、市民としてのリーガル・リテラシー教育です。 

 これまでの法教育の実践で明らかになったことは、模擬裁判を経験したこどもたちは、事件の

意味を考え、裁判官・検察官・弁護人等を演じることによって、洞察力や考察力、表現力が飛躍

的に成長します。このことは、高校生模擬裁判甲子園を体験した卒業生たちの「目」が証明して

います。 

 ところが、教育の現場では、ほんのわずかな学校でしか、模擬裁判は行われていません。それ

は、指導に当たる先生たちが、裁判を経験したことがなく、模擬裁判を体験したこともないから

です。 

 そこで、わたしたちのチームは、一緒に模擬裁判を創りながら、だれでも模擬裁判を創るメソ

ッドを開発しています。ナビゲーター（水先案内人）は、高校生模擬裁判優勝校監督、ＮＨＫ「昔

話法廷」法律監修者、大学教授、弁護士、司法修習生、法科大学院生などのチームです。 

 是非とも、一度体験してみませんか。 

＊当日参加も可能ですが、準備のため、できるだけ事前にお申込みください。 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/campusjouhou/kurokamikitaku


【プログラム】 

＜第１日目＞ 

２０１７年１２月１５日(金)１７：００～１９：００ 

熊本大学全学教育棟Ｄ３０３教室 

 

〔模擬授業〕「桃太郎の大罪〜犯罪とはなにか？〜」  

石塚 伸一（龍谷大学法学部） 

 

〔法教育研究・意見交換会〕「模擬裁判の作り方と

リーガル・リテラシー」 

 

＜第２日目＞ 

２０１７年１２月１６日（土） 

〔午前の部〕１０：００～１２：３０  

熊本大学黒髪北Ｎ１・Ａ２教室 

 

＜１０：００〜１０：１５＞ 

〔企画の趣旨〕石塚 伸一（龍谷大学法学部／犯罪

学研究センター長／弁護士） 

 

＜１０：１５〜１１：００＞ 

〔模擬裁判〕「模擬裁判の指導法～大事なことは何

か～」 札埜 和男（岡山理科大学／元京都教育

大学附属高等学校/国語科担当教員） 

※模擬裁判甲子園優勝監督が模擬裁判授業のエ

ッ 

 

＜１１：００〜１１：４５＞ 

「ＮＨＫ“昔話法廷”を十倍楽しむ方法」  

今井 秀智（昔話法廷法律監修者／リーガル

パーク代表／弁護士） 

 

＜１１：４５〜１２：３０＞ 

〔模擬授業〕「犯罪者はこうやって作られる〜刑事

手続きの流れ〜」  

丸山 泰弘（立正大学法学部） 

 

＜１２：３０～１３：３０＞ 

ランチョンミーティング（みんなでランチをとりな

がら。軽食を用意します。） 

「法律まんがと７人のキャラクター」 

漫画家  水知 せり 

 

〔午後の部〕１３：３０～１７：３０  

熊本大学黒髪北Ｅ３法廷教室 

 

＜１３：３０～１７：３０＞ 

「体験模擬裁判〜模擬裁判をやってみましょう〜」  

模擬裁判ナビゲーター・チーム 

  ※弁護士、司法修習生、法科大学院生と一緒に模

擬裁判を作ってみましょう

センスを伝授します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 参加申込書 

フリガナ ご所属・ご職業 
(差し支えなければ) 

 
お名前 

ご住所 〒 
 

＜ご連絡方法＞ FAX： 

e-mail： 

参加ご希望のプログラムが決まっておりましたら、チェック☑をつけてください（複数可）。当日飛び込み参加も可能です！ 

第1日目  □ 第2日目 午前□ 第2日目 午後 □ 

 

【参加申込先】龍谷大学犯罪学研究センター http://www.ryukoku.ac.jp/crimrc/ 

FAXから 075-645-2240 
以下の申込書にご記入のうえ、送信してください。 

メールから crimrc2016@ad.ryukoku.ac.jp 宛てにお申し込み 

下さい 

http://www.ryukoku.ac.jp/crimrc/
mailto:crimrc2016@ad.ryukoku.ac.jp

